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市
民
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
体
験
者
報
告
会
　

「
市
民
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
制
度
」
を
利
用
し
た
市
民
の
方

に
よ
る
体
験
報
告
会
で
す
。
他
国

の
生
活
を
体
験
し
、
そ
の
地
に
住

む
人
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、
経

験
し
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
な
ど

を
発
表
し
ま
す
。
同
制
度
に
関
心

の
あ
る
方
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

▽
２
月
３
日
º

午
後
３
時
30
分
〜

４
時
30
分
（
開
場
３
時
）、
市
民

協
働
セ
ン
タ
ー
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

t
企
画
経
営
室
@
内
線
２
１
１
６

「
コ
ー
ヒ
ー
入
れ
て
！
」

40
号
配
布
中
　

三
鷹
市
発
、
女
と
男
の
生
き
方

を
考
え
る
情
報
誌
「
コ
ー
ヒ
ー
入

れ
て
！
」。
今
回
は
「
大
人
の
女

性
た
ち
よ
！
自
分
の
カ
ラ
ダ
と
向

き
合
お
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
ラ
イ

「
地
球
の
水
と
緑

〜
地
球
市
民
と
し
て

考
え
よ
う
〜
」

フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
変
化
す
る

女
性
の
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
男

女
平
等
の
視
点
か
ら
考
え
ま
す
。

市
の
関
連
施
設
な
ど
、
市
内
各
所

で
配
布
中
で
す
。

t
企
画
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線
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譁
ま
ち
づ
く
り
三
鷹

パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

▽
①
「
は
じ
め
て
の
文
書
作
成
」

〜
今
年
こ
そ
ワ
ー
ド
を
マ
ス
タ
ー

し
た
い
方
へ
＝
２
月
６
日
〜
27
日

の
毎
週
火
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分
、
②
「
子
育
て
マ
マ
の

パ
ソ
コ
ン
塾
」
〜
エ
ク
セ
ル
編
＝

２
月
13
日
〜
３
月
６
日
の
毎
週
火

曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30

分
、
い
ず
れ
も
産
業
プ
ラ
ザ
で
。

受
講
料
は
①
１
万
800
円
、
②
２

万
円
（
教
材
費
、
税
込
み
）。

▼
事
前
に
希
望
講
座
・
住
所
・
氏

名
・
郵
便
番
号
・
電
話
番
号
・
フ

ァ
ク
ス
番
号
を
記
入
し
同
社
I
40

―
９
７
５
０
ま
た
は
@
40
―
９
６

６
９
へ
申
し
込
む
。
先
着
順
。

脳
に
ｅ
！
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教

室
　
受
講
生
募
集

ゲ
ー
ム
感
覚
で
で
き
る
ト
レ
ー

①
２
月
23
日
ª
＝
「
水
は
誰
の
も

の
か
」

人
間
が
利
用
可
能
な
淡
水
は
地

球
上
の
水
の
わ
ず
か
０
・
０
１
％

に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
世
界
に
は
安
全

な
水
を
利
用
で
き
な
い
人
々
が
12

億
人
も
い
ま
す
。
す
べ
て
の
人
が

生
き
て
い
く
た
め
に
大
切
な
水
の

あ
り
方
を
考
え
ま
す
。

②
３
月
１
日
∫
＝
「
コ
ー
ヒ
ー
の

森
か
ら
見
え
る
こ
と
〜
森
林
保
護

と
農
業
の
ゆ
く
え
〜
」

世
界
の
コ
ー
ヒ
ー
は
ほ
と
ん
ど

が
熱
帯
の
貧
し
い
国
で
生
産
さ

れ
、
コ
ー
ヒ
ー
農
家
は
コ
ー
ヒ
ー

を
作
る
ほ
ど
生
活
が
貧
し
く
な
る

と
い
う
悪
循
環
に
苦
し
ん
で
い
ま

す
。
地
球
の
緑
を
保
護
し
、
農
民

が
経
済
的
に
自
立
で
き
る
「
ア
グ

ロ
フ
ォ
レ
ス
ト
リ
ー
（
森
林
農

法
）」
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
、
コ
ー
ヒ
ー
を
作
る
人
と
飲
む

人
が
対
等
に
付
き
合
う
た
め
に
は

私
た
ち
は
何
を
す
べ
き
か
を
考
え

ま
す
。

▽
①
②
と
も
午
後
７
時
〜
８
時
30

分
、
三
鷹
駅
前
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
。
講
師
は
①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ア
ジ
ア
太
平
洋
資
料
セ
ン
タ
ー

共
同
理
事
の
井
上
礼
子
さ
ん
、
②

同
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
の
内
田
聖

子
さ
ん
。
定
員
各
20
人
。

▼
企
画
経
営
室
@
内
線
２
１
１

５
・
I
48
―
１
４
１
９
・

kikaku@
city.m

itaka.tokyo.jp

へ
申
し
込
む
。
当
日
、
直
接
参
加

も
可
。

ニ
ン
グ
で
、
動
体
視
力
と
反
射
神

経
の
能
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
ま
す
。

動
体
視
力
と
反
射
神
経
を
鍛
え
る

こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
能
力
ア
ッ
プ

や
心
身
の
若
返
り
な
ど
が
期
待
で

き
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
簡

単
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
の
で
、

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
小
・
中
学
生
ク
ラ
ス
＝
２
月
６

日
〜
３
月
27
日
の
毎
週
火
曜
日
。

Ａ
コ
ー
ス
は
午
後
５
時
10
分
〜
６

時
30
分
、
Ｂ
コ
ー
ス
は
午
後
７
時

20
分
〜
８
時
40
分

◆
中
高
年
ク
ラ
ス
＝
２
月
３
日
〜

３
月
31
日
の
毎
週
土
曜
日
。
Ｃ
コ

ー
ス
は
午
前
９
時
20
分
〜
10
時
40

分
、
Ｄ
コ
ー
ス
は
午
前
11
時
〜
午

後
０
時
20
分
。

▽
入
会
料
３
千
円
、
受
講
料
１
回

500
円
、
産
業
プ
ラ
ザ
で
。

▼
事
前
に
ñ
ア
フ
ァ
ン
@
26
―
５

４
６
０
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

class@
afin-sports.com

へ
申

し
込
む
。

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
市
民
塾

4
〜
9
月
生
募
集
　

Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
市
民
塾
は
、
多
摩
地

域
の
新
し
い
生
涯
学
習
（
楽
習
）

の
場
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

市
民
が
講
師
や
塾
生
と
な
っ
て
運

営
し
、
地
域
の
個
性
豊
か
な
講
師

陣
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
講
座
を
開

設
し
て
い
ま
す
。

▽
多
摩
交
流
セ
ン
タ
ー
（
京
王
線

府
中
駅
徒
歩
３
分
）
で
。
受
講
料

３
千
円
（
６
回
）
ま
た
は
６
千
円

（
12
回
）。

▼
２
月
10
日
º

ま
で
に
申
し
込

む
。※

講
座
の
内
容
や
申
込
方
法
は

公
共
施
設
な
ど
で
配
布
し
て
い
る

募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
同
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://
www.tam

a-100.or.jp/tam
a/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

t
同
セ
ン
タ
ー
@
042
―
335
―
０

１
１
１

交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と

共
済
」申
し
込
み
受
付
開
始
　

「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
は
東
京

都
39
市
町
村
の
住
民
が
会
費
を
出

し
合
い
、交
通
事
故
に
遭
っ
た
時
、

見
舞
金
を
受
け
ら
れ
る
助
け
合
い

の
制
度
で
す
。
会
費
が
年
額
１
千

円
（
見
舞
金
最
高
300
万
円
）
と

500
円
（
見
舞
金
最
高
150
万
円
）

の
２
コ
ー
ス
あ
り
ま
す
。

加
入
申
込
書
付
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
１
月
下
旬
か
ら
２
月
中
旬
に
各

家
庭
に
配
布
し
ま
す
が
、
資
料
請

求
専
用
電
話
@
03
―
３
５
５
３
―

６
０
０
０
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
10
時
〜
午
後
５

時
）
・

http://www.cho-
kot.jp

か
ら
も
請
求
で
き
ま
す
。
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線
２
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８
３

電
動
バ
ス
実
証
実
験
の

モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

三
鷹
市
・
（独）
交
通
安
全
環
境

研
究
所
・
昭
和
飛
行
機
工
業
ñ
・

早
稲
田
大
学
主
催
。
市
内
コ
ー
ス

を
使
っ
て
排
気
ガ
ス
が
ゼ
ロ
、
走

行
時
の
音
も
極
め
て
静
か
な
電
動

バ
ス
の
実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

電
動
バ
ス
は
、
人
と
環
境
に
や

さ
し
い
未
来
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

通
手
段
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
申
込
者
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を

HP

HP

地
球
市
民
講
座

樹�の�知� 〒181－0013 下連雀3－24－3 三鷹駅前協同ビル3階
@40－0313 I40－0314
http://www.mitaka-univ.org/

開館時間：火～日曜日、午前9時30分～午後9時30分
（日曜日は5時まで）

HP

冬学期受講生募集！

三鷹ネットワーク大学

国立天文台企画講座　
冥王星と惑星の新定義
～国際天文学連合裏話～
天文学の昨年１番のビックニュースであった「冥王星騒動」。国際会議のメン
バーとして活躍した国立天文台助教授の渡部潤一さんが、新定義の意味や会議で
の議論の様子などを語ります。
〔日　　時〕２月14日π午後６時30分～８時30分
〔定　　員〕60人（１月23日∏午前9時30分から受け付け。31日πまでに定員を超

える場合は抽選、定員に満たない場合は先着順で受け付け）
〔受講料〕一般2,000円　市民1,500円
※申し込みには事前に受講者登録が必要です。
※講座の詳細や受講者登録については、ホームページをご覧になるか、事務局へ。

ＩＣＴ三鷹地域セミナー
ＩＣＴと地域社会
～情報とコミュニケーションでコミュニティを元気に！～
関東ＩＣＴ推進ＮＰＯ連絡協議会、総務省関東総合通信局、関東情報通信協力
会主催。市共催。三鷹ネットワーク大学推進機構協力。
清原慶子市長の基調講演と、ネットワークを利用してコミュニケーションを行
い活躍しているNPO法人の代表による事例発表・パネルディスカッション。
〔日　　時〕２月１日∫午後１時～５時（終了後にレセプションあり）
〔定　　員〕100人（締切日時点で定員を超えている場合は抽選）
〔受講料〕無料（レセプションに参加する場合は3,000円）
〔申し込み〕１月25日∫までに住所・氏名・電話番号・レセプションへの出欠を

記入し専用Ｅメール ictmitaka@mitaka-univ.jpまたは、同大学
へ所定の申込書でファクスで申し込む。

「みたかまちづくりディスカッション2006
実施報告書」が提出されました
昨年8月26日・27日の2日間にわたって開催した

「みたかまちづくりディスカッション2006」の話し
合いの結果と、その手法の検証・評価をまとめた報
告書が12月14日、「みたかまちづくりディスカッシ
ョン2006実行委員会」と三鷹青年会議所から清原
市長に提出されました。
同会議所と市がパートナーシップ協定を締結し、
実行委員会を立ち上げて実施したこのディスカッシ
ョンは、今まで市民参加の機会がなかった方からも
ご意見をうかがおうと、無作為で抽出した市民のみなさんに参加をお願いし、
52人の参加者を得て「子どもの安全安心」について活発な議論をしていただき
ました。
今回提出された報告書では、参加者のみなさんの話し合いの結果として、「子
どもの安全安心」のためにどのような施策が望まれるかを、次の4点にまとめて
います。
①地域社会・地域コミュニティの役割が重要
②継続的・安定的に地域活動に参加できる仕組みづくりが必要
③地域安全マップの積極的なPRが必要
④子どもの安全安心を促進するハードの整備が必要
また、ディスカッションの評価・検証として、①質の高い提案があったこと、
②参加者の満足度が高かったこと、③多数の市民が参加を承諾したことなどか
ら、三鷹市はこうした手法を継続して実施して行く条件が備わっているものと
しています。
※報告書の全文は市民協働センターや市のホームページでご覧いただけるほ
か、相談・情報センターで1冊280円で販売しています。
q市民協働センター@46－0048

郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
運
行
日
時

１
月
29
日
∑
〜
２

月
２
日
ª
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分

◆
運
行
コ
ー
ス

杏
林
大
学
病
院

北
側
（
三
鷹
シ
テ
ィ
バ
ス
乗
場
）

か
ら
北
野
、
新
川
地
区
を
１
周
す

る
循
環
経
路

▼
１
月
25
日
∫
ま
で
に
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
連
絡
先
を

同
研
究
所
（
担
当
・
林
田
）

hayasida@
ntsel.go.jp

・
@
41

―
３
６
４
９
・
I
76
―
８
６
０
２

へ
申
し
込
む
。

t
道
路
交
通
課
@
内
線
２
８
８
３


